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I.目 的  養 液栽培 には,濯 水 にマイ クロチュープを利用す る方法があるが,内 部

に微生物 ・藻類等が繁殖 し,チ ュープが根詰ま りを起 こす ことがある.本 研究では,

養液栽培が盛んな トマ トを対象 として,殺 菌効果が認 め られている次亜塩素酸ナ ト

リウム(化学式 NaOCl)と ,タ ンパ ク質 ・油質の乳化による除去作用があ り,農 業分

野で生長促進効果が注 目されている電解 アルカ リ水 を養液 に混入 し,藻 類 の除去効

果 と トマ トに与える影響 について試験 を行 つた。

H.方 法  試 験 は 12月 18日 か ら 1月 16日 の 30日 間 ,ロ ック ウール を使 用 し

た養 液栽培 をガ ラス室 内で行 い ,18:00～ 23:00,0:00～ 6:00の 問暖房 を運転 さ

せ た。NaOCl混 入 区 〔有効塩 素 30mg/1(A区 )。10mg/1(B区 )〕,pH9電 解 アル カ

リ水 区(C区 ),標準 区(D区 )の 4つ の試 験 区を設 け,各 区 に 4本 トマ トを栽培 し,

それ ぞれ の条件 下で作物 に対す る影響 を調べ た。なお ,A・ B区 の塩 素濃度 は事

前 に行 つた リー フ レタスに よる予備 実験 に よ り決定 した 。台地 は黒マル チで遮 光

す るが ,各 条件 が藻類 の繁殖 に与 える影響 を調 べ るた め,各 試 験 区の一部 はマル

チ を取 り除 き,直 接 日射 を当て藻類 が繁殖 しやす い環境 に した。期 間 中 ,1日 1

回水 質測定 を行 い ,NaOCl濃 度や pHの 調節 を行 つた .

In.結果及び考察  室 温 は 日中 30～ 35℃ まで上昇 し,夜 間 は 20℃ 前後 で あつた。

藻類の繁殖 は,試 験開始後 6日 目に C区 ,14日 後 に D区 か ら確認 されたが,A区

と B区 は試験終了時まで藻類の発生はなかつた .また,試験終了時に養液 を採取 し,

有機物量の指標 として CODを 測定 した。その結果、A区 8。3mg/1,B区 10.5mg/1,

C区 20.9mg/1,D区 12.8mg/1で NaOCl混 入 区は ともに標準区よ り低 い値 を示 し,

電解 アルカ リ水区は二倍近い値 を示 した。よつて NaOClの 混入 には微生物や藻類

の繁殖抑制効果 ,pH9電 解 アルカ リ水では,逆 に繁殖促進効果があると考 えられ る.

各試験区にお ける生育調査の結果 ,A区 では 10日 目,B区 では 15日 目の観察時

か ら,下 段 よ り枯死す る葉が現れ始 め,こ の時期以降 トマ トの成長率はそれ以前 よ

り低 くなっている.試 験終了時には A区 はすべて,B区 は半数である 2本 が枯死 し

ていた。また ,葉 脈 に沿つて色素が薄 くなつた葉 も見 られ ,こ れ は次亜塩素酸の脱

色作用が原因だ と思われ る。C区 と D区 は トマ トの状態に大 きな差は見 られなかつ

た.根 の様子は A区 は 6日 目,B区 は 9日 目か ら褐色に変化 し始 めた。C区 では主

根が発達 していたが根毛の量が少 な く,根 域が標準区 と比較す ると狭かつた。

以上の結果か ら次亜塩素酸ナ トリウムには藻類や微生物の強い繁殖抑制作用が認

め られたが ,NaOClが 10mg/1の 試験区であつて も トマ トに著 しい影響 を与えてい

るため,本 研究で設定 した濃度では,実 際の養液栽培で使用す ることは不可能であ

る.そ のため今回の設定 よ り低い濃度条件での試験や ,NaOCl混 入養液 と通常の養

液 を交互にあたえるな ど,試 験条件の再検討 をす る必要がある。
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